
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 10日は「目の愛護デー」。 

目はねむっている時以外はいつ

もはたらいています。勉強や読

書、特にゲームやテレビをみた

あとは、目はとてもつかれてい

ます。目をたくさんつかったあ

とは、かるく体をうごかしたり、

遠くの緑をみるなどして、ゆっ

くりと休ませてあげましょう。 

来週から、各クラスご

とに秋の視力検査を行

います。めがねを持って

いる人は、わすれずにも

ってきてください。 

 

髪の毛が目に入ると、傷をつ

け、目の病気にかかりやすく

なるよ！ 



 

 

 

 

 

 

 頭やおなかがいたい時など、どうしていますか？「すぐに薬をのむ」と思う人もいるかもしれませんが、

まず一番に、どうしてそうなったのかということを考えてみましょう。薬は熱やいたみをやわらげてくれ

たり、病気のもとを取りのぞいてくれる場合もあります。でも薬の力だけで病気をなおすわけではありま

せん。病気をなおす本当の力は、私たちの体にそなわっている「自然
し ぜ ん

治癒力
ちゆりょく

」や「抵抗力
ていこうりょく

」です。薬は

この二つをたすける働きをしてくれるのです。薬にだけたよろうとするのではなく、体をきたえたり、生

活リズムをととのえたりして、病気にまけない体をつくることが一番大切です。 


